
エンコーダ

内部冷却用機構（冷却油）

DDモータ
ブレーキ機構ベアリング
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DDモータ仕様テーブルの機構
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面板貫通穴

項　　目  ／  Code  No.

テーブル径
スピンドル穴径
センタハイト
テーブルT溝
クランプ方式
クランプトルク
モータ（FANUC）
検出器
最小設定単位
テーブル回転数
割出精度
製品質量
最大積載質量
最大トルク
定格トルク
必要冷却能力

mm

mm

mm

mm

Nm

deg.

min-1

sec.

kg

kg

Nm

Nm

w

DD400F-250

φ400

φ100H7

230

14H7

1000

DiS250/250

125

245

250

600

120/225＊2

1200

φ250

φ75H7

170

12H7

500

DiS150/300

150

105

100

380

73/170＊2

1600

DD250F-150

φ180

φ30H7

135

12H7

150

DiS60/400

200

70

50

130

24/65＊2

1500

DD180F-60

αiCzセンサ1024AαiCzセンサ512A

0.001

空圧＊1（0.5MPa）

±10

項　　目  ／  Code  No.

スピンドル穴径
センタハイト（90deg.）
テーブル上面の高さ（0deg.）
テーブルT溝幅
軸
クランプ方式
クランプトルク
モータ
検出器
最小設定単位
テーブル回転速度
割出精度
最大トルク
定格トルク
製品質量

最大積載質量

φmm

mm

mm

mm

Nm

deg.

min-1

sec.

Nm

Nm

kg

0～30deg.   kg

0～90deg.   kg

回転
空圧＊1（0.5MPa）

150

DiS60/400

200

±10

130

24

傾斜
空圧＊1（0.5MPa）

500

DiS150/300

150

±15

380

73/170＊2

5AX-DD200AF2

53H7

195

295

12H7

αiCz 512A

0.001

190

30

15

回転
空圧＊1（0.5MPa）

150

DiS60/400

200

±10

130

24

傾斜
空圧＊1（0.5MPa）

500

DiS150/300

150

±15

380

73/170＊2

5AX-DD200BF2

53H7

270

270

12H7

αiCz 512A

0.001

185

30

30

■ 高速回転 ： 150min-1（DD250）
■ 高速回転 ： 90deg. 割出 0.2sec. 以内
■ 日研独自のマイクロスパイクによる強力
　クランプ機構

マイクロスパイク

■ 仕　様

＊1 供給エアー圧が0.5MPa未満の場合、もしくはブレーキトルクをUPしたい場合は、エア・エアーブースタの取付も可能です。      P.95
＊2 テーブル本体を冷却油で冷却した場合の値です。冷却油は冷却装置（チラー）からも制約を受ける場合があります。

冷却する場合は、冷却系統の状態を常時監視して、モータを停止させるシステムとしてください。

外観及び仕様はDDモータにより異なります。別途ご相談ください。

DDモータ仕様テーブルとは、ウォームシステムのような機械的減速機構を用い
ずに、直接DD（Direct Drive）モータで回転テーブル本体を駆動するものです。
高速回転・高速割出が実現しますが、減速されていないので増力がなく、駆動
トルクが問題です。アプリケーションにより向き・不向きがありますので、別途
ご相談ください。

＊1 供給エアー圧が0.5MPa未満の場合、もしくはブレーキトルクをUPしたい場合は、エア・エアーブースタの取付も可能です。      P.95
＊2 テーブル本体を冷却した場合の値です。

■ 仕　様 外観及び仕様はDDモータにより異なります。別途ご相談ください。

高加減速・高速回転・コンパクト設計
■ 90° 割出 回転軸 ： 0.2sec. 以内 傾斜軸 ： 0.3sec. 以内
■ インペラ加工に最適

★5AX-DD200A型は、
傾斜軸中心が
回転テーブル中心より
上になります。

★5AX-DD200B型は、
傾斜軸中心が
回転テーブル中心と
なります。

インペラの加工に
最適です。

5AX-DD200AF2

5AX-DD200BF2

取り付け金具

取り付け金具

面板貫通穴

面板貫通穴

面板貫通穴

取り付け金具

取り付け金具

DD 仕様 CNC円 DD 仕様 傾斜CNC円
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＊1 標準カバーの場合、
50mmのストローク規制となり、
金属カバーの場合、
110mmのストローク規制となります。
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■FANUC NC用 5AX-DDテーブル

写真は5AX-DD200AF2

図面は200mmハイコラム
FANUC ROBODRILLに搭載した
場合の配置例です。

図面は200mmハイコラム
FANUC ROBODRILLに搭載した
場合の配置例です。

■傾斜時におけるワークの干渉領域

5AX-DD200BF2

5AX-DD200AF2
■DDテーブルの特性
●スピンドルにモータを直接取り付けているため、応答性が良い反面、外力ならびに負荷に対して非常に敏感なので各アプリケーシ

ョンに対応したパラメータ設定が必要になります。

●5軸同時加工（同期加工）を行う場合は調整が必要です。日研標準パラメータは割出、位置決め加工で使用可能な設定値となってます。
同期加工用のオプション機能*が準備されているか機械メーカ様に確認の上、お客様で求められる加工時間、加工精度を満足する設定と
する必要があります。同期を行う際、4軸目（5軸目）も基本3軸（XYZ）と合わせる必要がありますので適宜設定を行うようにしてください。

DDテーブルとウォーム式テーブルの内部構造の違い

＊工具先端点制御、フィードフォワード機能など

●ブレーキ動作について
DDテーブルの特性上、電力の供給がなければ手で簡単に回ります。（フリーラン）ブレーキ後サーボOFFする場合にも適切な設定を行わなければ
フリーランとなり、位置ズレを起こしますのでフリーランにならない様に下記の制御タイムチャートになる様に機械メーカ様にご相談ください。

●非常停止（電源遮断）時について
非常停止時にはブレーキが有効になる様な空圧（油圧）回路（OFFクランプ）を構成してください。非常停止時は通常のクランプ動作と異なり、
瞬時にサーボがOFFして同時にブレーキが動作しますので重力軸など常時高い負荷がかかる軸などは位置ズレを起こす場合があります。
それらを防止するためにブレーキコントロール機能（FANUC）、上下軸落下防止機能（MITSUBISHI）などを有効にしてください。

●ブレーキコントロール機能
アラームが発生した時または非常停止時に、重力軸が落下する現象を防止するため、即座にモータの励磁を切るのではなく、メカブレーキが
作動するまでの間、パラメータで設定された時間モータを励磁し続ける機能です。

（アンクランプ後のインターロック時間）
ＴＩＭＥＲ３

ソレノイドバルブ

クランプ確認信号

アンクランプ確認信号

テーブル移動

アンクランプ指令
クランプ指令

サーボ

アンクランプ確認 ： ＯＮ
アンクランプ確認 ： ＯＦＦ

サーボ ： ＯＮ
サーボ ： ＯＦＦ

ブレーキ（ピストン）動作
アンクランプ状態
クランプ状態

クランプ確認 ： ＯＮ
クランプ確認 ： ＯＦＦ

ＴＩＭＥＲ１
（クランプ確認後サーボオフするまでの時間）

（移動直後のクランプ処理開始ディレイ）
ＴＩＭＥＲ２

参考タイムチャート

DDモータの冷却に関して（FANUC社製など）
ダイレクトドライブモータは一部のものを除き、無冷却もしくは液冷を任意に選択できます。冷却を行うことによって連続定格トルクでの使用が可能となります。
ただし、冷却条件によっては連続定格トルクが変動する為、注意が必要です。最大トルクは無冷却／液冷に関わらず同じ場合があります。
冷却には外部冷却装置が必要です。一般的には高速主軸などと同様なチラーユニットを選定してください。又、冷却には油冷を使用願います。（錆の原因となる為、水は使用しないで下さい。）
推奨冷却油は [ISO VG2]相当品（出光スーパーマルチ2など）です。
●冷却を必要とする条件 : 最高回転数などの高速回転において長時間連続回転で使用する場合、過負荷（定格トルク以上最大トルク以下）での使用時間が極めて長い場合、特殊なモータ（高回転型）の場合
●冷却が必要な例 : 旋削加工（連続回転）用途など高負荷状態で常時サーボONの場合（クランプ時にサーボをOFFしない設定やブレーキを使用しない場合、日研標準設定はクランプ時サーボOFF）
●冷却を必要としない例 : 割り出しのみの使用、無冷却時の過負荷デューティ特性を考慮した使用方法
特殊な用途にDDテーブルを使用する場合や、冷却に関して不明な点がある場合は弊社まで問い合わせ下さい。

ダイレクトドライブ式テーブル

サーボ ON

アンクランプ状態で
サーボON→サーボOFFになると
テーブルを保持する力が無くなるので
テーブルは自重により自由落下する。

ウォームギア式テーブル

サーボ ON サーボ OFF

アンクランプ状態で、
サーボON→サーボOFFしても
ウォームギアの噛み合わせにより
テーブルは動かない（セルフロック）

DDモータ
ブレーキ機構

ウォームギア

テーブル

サーボ OFF

加工物

加工物 加工物
MOTOR

ウォームギア

テーブル

加工物

DD 仕様 傾斜CNC円

（　　＊）の紺色の数値は（   -T14iFL/    -T21iFL）用のものです。

（　　＊）の紺色の数値は（   -T14iFL/    -T21iFL）用のものです。

DDテーブル使用時の注意事項
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